
「子ども ・子育て 」の政策体系

子ども・
子育て

小児医療の充実支援 ・小児救急医療推進事業

・乳幼児健診事業
・新生児訪問事業（すこやか訪問事業）

・育児等支援家庭訪問事業
・発達障害者支援センター運営事業 等

・公立保育所施設整備事業
・民間保育所施設整備事業 等

・児童育成クラブ運営事業
・児童育成クラブ施設整備事業

（分 野） （基本方針） （施 策） （主要事業）

母子保健等の充実

・放課後子どもプラン推進事業

・ひとり親家庭等支援事業

就学前教育・
保育の充実

母子保健サービスの充実

援助を要する子どもへの
支援の充実

保育所（園）・幼稚園の
施設整備

「放課後子ども教室」の
展開

子ども・子育て支援、
ネットワークの充実

ひとり親家庭等への
支援の充実

放課後児童対策の
充実

地域ぐるみの
子ども・子育て支援

就学前教育の充実

保育サービスの充実

児童育成クラブの充実

児童虐待の防止と
早期発見・早期対応

子育てに伴う経済的
負担の軽減

・幼稚園ステップアップ推進事業

・病児・病後児保育支援事業
・保育サービス事業（家庭的保育） 等

・子育て支援センター運営事業
・子育て支援事業 等

・家庭児童相談指導事業

・乳幼児福祉医療助成事業
・小中学生入院医療費助成事業



■施策評価シート
(6)-1 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 17,784 17,141 20,000 15,906 0 0 0

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

日 183 365 365 365 0 0 0

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

小児医療の充実支援

健康増進課

武村　彰

活動指標

草津市小児救急医療セン
ター開設日数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

（責任課コメント）

成果指標

　H18.4.1にオープンした「草津市小児救急医療センター」は、H23.3.31まで5年間延べ87,928人の子
どもの急患を診療してきたが、社会医療法人誠光会草津総合病院を同センターの開設・運営を行う
病院としての指定更新を目前に小児科医師の確保が出来なかったことから、H23.4.8に指定取消しと
なり、その後も休止状態が継続している。

施策の概要
関係機関と連携を図るなかで、子どもの急な病気や体調
の変化に対応する小児救急医療を持続的に提供できる
よう取り組みます。

基本方針番号 施策番号

項目 単位

草津市小児救急医療セン
ター利用患者数

草津市小児救急医療センター開設日数：市が小児救急医療センターに指定した病院（平成21・22年
度は、社会医療法人誠光会草津総合病院）の開設された日数。

単位項目

その他の外的
・他律的な事象

事務事業名

指標

　利用者数が多ければ小児医療の充実支援が達
成できているということではなく、一方で「コンビニ
受診」の問題からくる小児科医の疲弊にも結果的
に繋がっている。

　同センターが休止となったことに伴い、日曜日、
祝休日、年末年始における初期小児救急患者の
受け皿として休日急病診療所の機能が再評価さ
れた。

環境・条件
の変化

関係課のコメント

事務
事業

個別
内容

-

責任課による分析

-

体系 -

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

備考

　「小児医療体制の再構築」は市長マニフェストの一つであるが、小児科医師の確保が出来
ない以上、以前のスタイルでのセンター再開は極めて困難である。
　したがって、今後は湖南広域休日急病診療所がその役割の一部を担い、草津栗東、守山
野洲の医師会、薬剤師会の協力を得て、湖南保健医療圏域での広域的な初期救急医療体
制の構築を目指す。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 65,849 66,691 66,786 0 199,326 計画

実績 65,167 58,844 5,928 129,939 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 65.8 66.7 66.8 0.0 199.3

計画 実績 65.2 58.8 5.9 0.0 129.9

実績 計画 65.8 66.7 66.8 0.0 199.3

計画 実績 65.2 58.8 5.9 0.0 129.9

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

26

25

28

29

27

12

10

8

施策成果
への
貢献度

Ｃ

11

9

13

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

事務事業担当課事務事業

健康増進課

番号
事業
区分

事業費（千円）

23

14

小児救急医療推進事業

4

事業
区分

15

番号

主1

16

17

18

19

5

3

2 21

22

24

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(6)-1 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 97.5 100 100 98 100 97.9 100

% 95.4 100 100 95 100 96.2 100

% 95.3 100 100 97.6 100 95.2 100

% 89.4 100 100 91.4 100 90.3 100

% 96.5 100 100 96 100 97.6 100

% 100 92.1 100

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 1266 1225 1259 1143 1386 1335 1386

回 35 35 36 36 36 36 36

回 35 35 36 36 36 36 36 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

回 34 35 36 36 36 36 36

人 1189 1225 1259 1269 1386 1335 1386

回 20 20 24

現行の助成上限額から国の示す標準額に引き上げること
で、妊婦の経済負担の更なる軽減を図る。

備考

すこやか訪問：訪問率のさらなる向上を目指し、今後も継続して勧奨通知の送付を行うととも
に、訪問拒否や転入等で連絡のとれないケースへの対応を虐待予防の視点を交えて検討して
いく。
乳幼児健診：個別に未受診者への電話や訪問による勧奨を継続し、受診率100％を目指す一
方で、拒否や未受診が継続しているケースに対しては虐待予防の視点も含めた対策を検討し
ていく。
すこやか訪問または４か月健診を受けていないケースに対し、来年度より虐待予防の視点から
子ども家庭課、子育て支援センターとの会議（すこやか会議）にてリスクアセスメントを行い、関
係課で対応を検討していくこととなった。
不育治療助成事業：妊娠しながらも流産・死産を繰り返す病気である不育症は、治療によって
約８～９割が出産可能なことから、高額な治療費の一部を助成し経済的負担の軽減を図ること
で、母子保健サービスが更に充実する。
妊婦健診：妊婦健診の健康管理の充実及び経済負担の軽減を図り、安心して妊娠・出産できる
体制を確保すべく、母子手帳発行時に受診券を交付し、妊婦健診費の一部助成を行う。また、
現行の助成上限額から国の示す標準額に引き上げることで、妊婦の経済負担の更なる軽減を
図る。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

不育治療費助
成事業

健康増進課

妊婦健診 健康増進課 Ｂ

Ｂ

関係課のコメント

担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

不育治療に要する費用の一部を助成し、経済的負担の軽
減を図る、（Ｈ２４からの新規事業）

体系

個別
内容

事務
事業

指標
すこやか訪問、乳幼児健診：活動指標の目標値
は、平成24年度は平成23年度までの出生数と母
子健康手帳交付数より算出。

拡充

責任課による分析

拡充

1歳6か月健診実施回数

環境・条件
の変化

その他の外的
・他律的な事象

２歳６か月健診受診率

単位

すこやか訪問：助産師・保健師が生後4か月までの児を訪問し、発育発達の確認や、産婦の相
談等に対応している。成果指標は年々上昇しており、この要因としてすこやか訪問の意向確認
の出来ていないケースに対し、勧奨通知を送るといった努力が一定の成果を出していると言え
る。

乳幼児健診：健康障害の早期発見や発達の確認、養育者への相談・支援を行っている。成果
指標である受診率については、横ばいであり今後は未受診者対策としてのさらなる工夫が必要
である。

事務事業名

10か月健診実施回数

２歳６か月健診実施回数

基本方針番号 施策番号

項目

3歳6か月健診受診率

施策の概要

4か月健診受診率

10か月健診受診率

成果指標
1歳6か月健診受診率

新生児訪問（すこやか訪問）率

子どもの健全な育成、健康増進を図り、病気等の予防・早期
発見・早期対応に努めるとともに、「すこやか訪問」や家庭訪
問などを通じて、養育者の子育てを支援します。

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

（責任課コメント）

3歳6か月健診実施回数

新生児訪問（すこやか訪
問）勧奨数

すこやか訪問：活動指標は目標値を出生数とし、勧奨は窓口来所の際に実施。手続き上出生
から１～２か月経過した時期となるため見かけ上は目標値以上の勧奨数となっていたが、実際
は未来所者への勧奨は実施できていなかった。Ｈ２３年度より未来所者に対し、さらに勧奨通知
を送付するようにしたため、全数に勧奨できるようになった。4か月健診：すこやか訪問時勧奨を
行っていたが、Ｈ23年度より健診未受診者の追跡フォローとして未受診者に個別に電話勧奨を
実施し、全数勧奨が実現。２歳６か月健診：Ｈ２３年６月から実施のためＨ２１・２２年度の目標
値・実績値はない。

活動指標

項目

４か月健診受診勧奨数

単位

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

母子保健サービスの充実

健康増進課

高谷　有理



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 23,270 26,749 30,930 31,376 112,325 計画

実績 22,596 25,796 29,067 0 77,459 実績

計画 11,822 11,379 11,693 11,893 46,787 計画

実績 7,802 9,983 11,133 0 28,918 実績

計画 101,639 97,854 95,063 91,844 386,400 計画

実績 91,325 86,391 90,212 0 267,928 実績

計画 420 441 248 242 1,351 計画

実績 336 297 208 0 841 実績

計画 0 4,510 4,510 9,013 18,033 計画

実績 0 3,633 3,901 0 7,534 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 137.2 140.9 142.4 144.4 564.9

計画 実績 122.1 126.1 134.5 0.0 382.7

実績 計画 23.3 26.7 30.9 31.4 112.3

計画 実績 22.6 25.8 29.1 0.0 77.5

実績 計画

計画 実績

実績 計画 11.8 11.4 11.7 11.9 46.8

計画 実績 7.8 10.0 11.1 0.0 28.9

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

主要事業
小計

マニフェスト
関連事業
小計

リーディング
事業小計

24

総計

23

25

18

17

19

16

15

14

10

12

11

4

6

3 −

13

事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

担当課
事業
区分

事務事業番号

B

B

事業費（千円）

健康増進課

22

21

事務事業

健康増進課

B健康増進課

健康増進課

施策成果
への
貢献度

妊婦健診事業

新生児訪問事業（すこや
か訪問事業）

B

−

9

B健康増進課

1

2 マ

主

8

番号

5 −

事業
区分

7

担当課

乳幼児健診事業

母子保健教室開催事業

不妊・不育治療費助成事業

27

26

28

29

30



■施策評価シート
(6)-2 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 97 ９５以上 ９５以上 98 ９５以上 98 ９５以上

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 13 １５以下 １５以下 14 １５以下 13 １５以下

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

備考

・幼稚園が楽しいと感じられない理由の分析とその解消を図る。
評価に基づい
た今後につい
ての考え方

環境・条件
の変化

責任課による分析

改善内容の詳細

体系

関係課のコメント

事務
事業

指標
訪宅の趣旨を生かした家庭訪問の充実など、幼
稚園と家庭の連携を推進し、一人ひとりの発達
や家庭背景に寄り添った指導を推進したため

個別
内容

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

施策番号

項目

成果指標

施策の概要

幼稚園は楽しい

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

幼稚園と保育所の連携を促進し、発達に応じた細やかな心
配りのもとでの子どもの育成、また、子どもそれぞれの人間
形成の基礎づくりとなる様々な体験活動の充実に努めます。

就学前教育の充実

幼児課

長谷川智貴

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

・高い保護者満足度が得られ、目標値に達している。

幼稚園は楽しい：保護者満足度（幼稚園評価）のアンケート実施による

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

長期欠席率を下げる



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 2,940 2,940 2,940 2,940 11,760 計画

実績 2,940 2,940 2,940 8,820 実績

計画 122 122 122 122 488 計画

実績 0 0 0 0 実績

計画 280 280 560 計画

実績 280 280 560 実績

計画 0 1,500 1,455 1,455 4,410 計画

実績 0 1,440 1,385 2,825 実績

計画 8,640 9,038 8,661 10,563 36,902 計画

実績 8,383 9,584 7,896 25,863 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 12.0 13.9 13.2 15.1 54.1

計画 実績 11.6 14.2 12.2 0.0 38.1

実績 計画 0.0 1.5 1.5 12.1 0.0

計画 実績 0.0 1.4 1.4 0.0 0.0

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 -
幼稚教育整備審議会

運営事業
幼児課

3 -
私立幼稚園地域協働合校

推進事業
学校教育課

4

5

主
幼稚園ステップアップ

推進事業
幼児課

- 幼稚園管理運営費 幼児課

19

18

17

16

私立幼稚園運営費
補助事業

事業
区分

15

14

番号

-1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

幼児課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

-

A

A

A

10

8

12

A

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(6)-2 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 95.5% 100% 100% 94.8% 100% 93.5 100%

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 2,210 - - 2,317 - 2,391 -

人 274 360 570 556 600 689 700

箇所 − − 2 2 4 4 6 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

人 − − 6 6 12 12 18

箇所 1 2 2 1 2 1 2

箇所 5 6 6 5 6 5 6

基本方針番号 施策番号 保育サービスの充実

施策の概要
多様な保育ニーズに対応できるよう保育サービスの充
実を図るとともに、その質の向上に努めます。

幼児課 責任課による分析 関係課のコメント

長谷川　智貴

指標 待機児童の解消を最終的な目標としている。

成果指標

項目 単位

保育所入所率

事務
事業

体系

環境・条件
の変化

個別
内容

待機児童解消に向けて段階的に対応しているも
のの、これを上回る保育需要があるため、成果
指標に達していない。

活動指標

項目 単位

その他の外的
・他律的な事象

入所児童数〔公私立〕

病児・病後児保育延べ
利用者数

家庭的保育施設数

家庭的保育入所児童数

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細休日保育

一時預かり事業

（責任課コメント） ・成果指標の変更：「待機児童数」から「入所者数/入所希望者数」に変更

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

待機児童解消に向けて、段階的に保育定員の拡充や、弾力運用による入所調整を行っている
ものの、就学前人口が従来想定を上回る増加傾向にあり、年々保育需要が高まっていること
から、目標値には達していない。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

保育需要のピークを平成27年度と想定した中で、私立認可保育所の公募による創増
設整備など、次世代育成支援対策地域行動計画に基づく保育所整備を行い、待機児
童の解消を図る。

備考

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 380,740 422,610 471,560 470,658 1,745,568 計画

実績 431,877 462,376 450,549 1,344,802 実績

計画 1,384,609 1,571,727 1,548,191 1,548,191 6,052,718 計画

実績 1,372,552 1,430,547 1,470,055 4,273,154 実績

計画 427,675 462,520 489,507 489,507 1,869,209 計画

実績 426,462 493,112 486,870 1,406,444 実績

計画 11,114 8,390 10,147 10,147 39,798 計画

実績 9,475 10,478 12,001 31,954 実績

計画 0 18,161 21,869 21,869 61,899 計画

実績 0 9,321 19,234 28,555 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 2,204.1 2,483.4 2,541.3 2,540.4 9,769.2

計画 実績 2,240.4 2,405.8 2,438.7 0.0 7,084.9

実績 計画 2,193.0 2,456.9 2,509.3 2,508.4 9,667.5

計画 実績 2,230.9 2,386.0 2,407.5 0.0 7,024.4

実績 計画 0.0 18.2 21.9 21.9 61.9

計画 実績 0.0 9.3 19.2 0.0 28.6

実績 計画 11.1 8.4 10.1 10.1 39.8

計画 実績 9.5 10.5 12.0 0.0 32.0

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

番号
事業
区分

事務事業 担当課
施策成果
への
貢献度

事業費（千円）
番号

事業
区分

事務事業 担当課
施策成果
への
貢献度

事業費（千円）

1 主 公立保育所運営事業 幼児課 A 20

2 主 民間保育所運営事業 幼児課 A 21

3 主 民間保育所運営補助事業 幼児課 A 22

4 マ 病児・病後児保育支援事業
子育て支援
センター

B 23

5 リ
保育サービス事業
（家庭的保育）

幼児課 B 24

6 25

7 26

8 27

9 28

10 29

11 30

12

総計

13
主要事業
小計

14
リーディング
事業小計

15

16

18

マニフェスト
関連事業
小計

19

17



■施策評価シート
(6)-2 ③ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 40 40 50 50 50 48 50

グループ 2 2 2 2 3 3 3

人 536 536 600 601 650 650 700

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 454 460 500 556 560 691 700

回 13 13 23 23 23 21 23

箇所 0 0 0 0 52 37 53 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

要経過観察児集団指導
参加者数

発達障害者支援センター研
修会開催・講師派遣回数

単位

児童デイサービスセン
ター受入人数

要経過観察児集団指導
グループ数

巡回相談訪問箇所数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

障害や発達の遅れのある子どもの日常生活や療育、保
育、教育がより充実するよう、一人ひとりにきめ細かい
支援を行っていきます。

援助を要する子どもへの支援の充実

発達支援センター

中村順子

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

発達支援センター相談者
数

児童福祉法の改正に向け、身近な地域で障害のある児童に対する通所支援および相談支援・
地域支援を一体的に行う拠点施設として、児童デイサービスは児童発達支援センターに移行す
るべく事務を進めた。加えて、乳幼児期から青年・成人期までの各ライフステージに応じて一貫
した相談を行うことを目指し、通所部門（湖の子園）と相談・支援グループを統合し、草津市立発
達支援センターを再編整備することとした。

発達支援センター利用者および機関数の増加（認知度の浸透）

単位項目

その他の外的
・他律的な事象

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標 発達障害についての認知・認識の広がり

体系

子育て世代への育児支援の必要性の増加
環境・条件
の変化

個別
内容

事務事業名 担当課

発達支援セン
ター運営事業

発達支援セ
ンター

施策成果
への
貢献度

B

改善の方針

拡充

改善内容の詳細

学齢期以降青年・成人期支援を充実させるための専門
職の増員

備考

湖の子園の療育内容を充実・発展させること、ニーズの高い巡回相談や学齢期以降の相談お
よび青年成人期への相談に対応していくための、人員体制の整備が必要である。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 41,669 69,688 32,679 41,976 186,012 計画

実績 43,411 58,405 30,669 132,485 実績

計画 2,422 88 1,648 1,684 5,842 計画

実績 2,422 88 1,696 4,206 実績

計画 3,437 3,961 0 0 7,398 計画

実績 3,437 3,654 0 7,091 実績

計画 11,485 10,315 16,502 18,171 56,473 計画

実績 12,758 11,657 16,529 40,944 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 59.0 84.1 50.8 61.8 255.7

計画 実績 62.0 73.8 48.9 0.0 184.7

実績 計画 47.5 73.7 34.3 43.7 199.3

計画 実績 49.3 62.1 32.4 0.0 143.8

実績 計画

計画 実績

実績 計画 11.5 10.3 16.5 18.2 56.5

計画 実績 12.8 11.7 16.5 0.0 40.9

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

9

施策成果
への
貢献度

A

B

-

B

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）施策成果

への
貢献度

22

番号 番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業
事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

主 障害児相談事業
発達支援セ
ンター

マ
発達支援センター運営事

業
発達支援セ
ンター

2 主 湖の子園運営事業
発達支援セ
ンター

3 主 育児等健康支援事業
発達支援セ
ンター

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(6)-2 ④ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 2 2.1 50 2.2 99

人 2170 2380 2380 2260 2380 2260 2390

% 33.3 100 100 33.3 100 33.3 100

% 30.0 100 100 30.0 100 100 100

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 2 2 50 2 99

施設 1 1 0 0 1 1 3

人 2210 2380 2380 2317 2380 2391 2390 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

人 785 1040 1040 776 1040 790 1040

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

項目

幼稚園施設耐震化率

私立認可保育所施設
整備数

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

第五保育所整備：平成22年度に基本設計・造成設計修正業務を行った。

第五保育所整備進捗率：平成25年4月の開所に向けた、事業費按分で進捗率を算出

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

多様化する保育需要に応えるための施設整備と、安
全で安心な保育環境の充実に努めます。

保育所（園）・幼稚園の施設整備

幼児課・教育総務課

長谷川　智貴

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

第五保育所整備進捗率

成果指標

施策の概要

保育所施設耐震化率

第五保育所整備進捗率

保育所定員

責任課による分析

指標

その他の外的
・他律的な事象

単位項目

保育所入所児童数

幼稚園入園児童数

関係課のコメント

環境・条件
の変化

個別
内容

事務
事業

体系

改善内容の詳細

備考

第五保育所整備：当初、平成23年度中に完了予定であった造成工事が平成24年度へ
の繰越し事業となったことに伴い、建築工事の完了が平成25年度の半ばになる見込み
である。
私立認可保育所施設整備：計画通り平成24年4月に定員120名の新設認可保育所の
開設がなされたが、これを上回る保育需要の高まりが見受けられたことから、平成25年
度に保育定員の増を図るために、平成24年度において施設整備を行う。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 0 6,243 168,829 179,554 354,626 計画

実績 0 7,497 227 7,724 実績

計画 245,945 0 104,790 179,445 530,180 計画

実績 381,733 0 178,275 560,008 実績

計画 141,372 293,466 238,733 66,150 739,721 計画

実績 14,128 238,390 401,352 653,870 実績

計画 23,314 14,131 18,111 16,912 72,468 計画

実績 12,815 12,843 13,482 39,140 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 410.6 313.8 530.5 442.1 1,697.0

計画 実績 408.7 258.7 593.3 0.0 1,260.7

実績 計画 387.3 299.7 512.4 425.1 1,624.5

計画 実績 395.9 245.9 579.9 0.0 1,221.6

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

A

9

施策成果
への
貢献度

A

B

B

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

幼児課公立保育所施設整備事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

− 幼稚園維持管理事業 幼児課

2 主 民間保育所施設整備事業 幼児課

3 主 幼稚園整備事業 教育総務課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(6)-3 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 97.4% 100% 100% 98.5% 100% 95.4 100%

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

箇所 12 12 12 12 13 13 13

人 625 810 870 761 930 847 980

人 810 810 870 870 930 930 980 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

備考

定員の超過や待機が継続的に発生しているクラブについては、今後の入会児童の推移
を把握しながら、施設整備等の検討を図る。
また、クラブ運営の充実のために、指導員研修や交流会等を開催し、指導員の専門性の
向上を図る。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

環境・条件
の変化

責任課による分析

改善内容の詳細

体系

関係課のコメント

事務
事業

指標

前年度より６０人の定員増を行った。
全体としては目標値を下回っているが、待機が発
生しているクラブもあり、今後も各クラブごとの児
童数と保護者ニーズの把握が必要である。

個別
内容

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

南草津駅前開発に伴い、一部の地域で児童数の
増加があるほか、共働き世帯の増加により待機
児童が発生している。

施策番号

項目

成果指標

施策の概要

児童育成クラブ入会率

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

子どもが安全で安心でき、健やかに育まれる放課後の
活動場所の確保のため、児童育成クラブの充実と施設
の整備を図ります。

児童育成クラブの充実

子育て支援センター

大村　有理

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

就学児童を持つ家庭の仕事と子育ての両立を支援するとともに、放課後児童の居場所
となる児童育成クラブを増設するため、専用施設の整備を行った。
また、地域によっては待機児童が発生していることから、各地域のニーズを把握しながら
定員を増員したことで入会者が増えた。

児童育成クラブ入会率　　入会児童数／入会希望児童数×１００

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

児童育成クラブ箇所数

児童育成クラブ入会者数

児童育成クラブ定員数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 183,276 214,060 217,016 208,717 823,069 計画

実績 176,482 197,874 198,320 572,676 実績

計画 47,644 139,316 35,000 0 221,960 計画

実績 45,613 109,928 30,160 185,701 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 230.9 353.4 252.0 208.7 1,045.0

計画 実績 222.1 307.8 228.5 0.0 758.4

実績 計画 47.6 139.3 35.0 0.0 222.0

計画 実績 45.6 109.9 30.2 0.0 185.7

実績 計画

計画 実績

実績 計画 183.3 214.1 217.0 208.7 823.1

計画 実績 176.5 197.9 198.3 0.0 572.7

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 主 児童育成クラブ施設整備事業
子育て支援
センター

3

4

5

19

18

17

16

児童育成クラブ運営事業

事業
区分

15

14

番号

マ1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

子育て支援
センター

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

B

10

8

12

B

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(6)-3 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 80 85.2 90 廃止 90

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

　校 2 3 2 2 2 2 2

　人 56 80 80 96 80 80 80

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

備考

平成２３年度をもって事業終了
評価に基づい
た今後につい
ての考え方

環境・条件
の変化

責任課による分析

改善内容の詳細

体系

関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

単位

その他の外的
・他律的な事象

項目

施策番号

項目

成果指標

施策の概要

登録児童保護者の満足度

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

地域の様々な人の参画を得ながら、遊びや交流活動
を通じた放課後児童の健全育成を図ります。

「放課後子ども教室」の展開

生涯学習課

長江　優人

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

「放課後子ども教室」については、学童保育延長のためのモデル事業として実施してき
たが、市内の小学校に空き教室がほとんどなく、実施できる曜日や時間帯が限られる
こと、活動を支えていただく地域の方々によるサポーターの安定的な確保が困難であ
ることなどの課題があったなかで、学童保育の受け入れ対象年齢を段階的に引き上げ
たり、定員数や施設を増やしたりして、その充実に努めたことから、平成２３年度をもっ
て終了した。

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

実施小学校数

参加児童数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 9,759 3,946 3,946 3,946 21,597 計画

実績 3,579 3,667 3,674 0 10,920 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 9.8 3.9 3.9 3.9 21.6

計画 実績 3.6 3.7 3.7 0.0 10.9

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績 計画 9.8 3.9 3.9 3.9 21.6

計画 実績 3.6 3.7 3.7 0.0 10.9

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212

3

4

5

19

18

17

16

放課後子どもプラン推進事業

事業
区分

15

14

番号

マ1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

生涯学習課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

10

8

12

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(6)-4 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 2,327 2,000 3,000 2,958 3,500 3,237 4,000

人 5,728 13,000 24,000 17,105 29,000 21,185 32,000

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 504 500 600 650 700 793 800

か所 1 1 2 2 3 3 3

か所 2 2 2 2 2 2 3 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

回 3 3 4 4 6 6 6

件 － － 40 13 40 23 40

ファミリー・サポート・センター依頼会員数

つどいの広場設置数

子育て支援センター数

サロン・サークル等リーダー研修会

サークル活動補助金交付数

単位

ファミリー・サポート・センター活動件数

つどいの広場年間来所者数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

子育てに関して、相談、情報提供、交流・仲間づくりや支援ネットワークの地域拠点として、市民生
活の身近に子育て支援センターや「つどいの広場」などを充実させていきます。また、子育てへの
不安や負担感を取り除けるよう、家庭教育に対する支援を行います。

子ども・子育て支援、ネットワークの充実

子育て支援センター

小川　晃

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

　子育て世代の支援のため、交流の場所としての「つどいの広場」を増設するなど、各種事業を展開し
ており、ソフト・ハード面での整備は、概ね目標値を超えた。
　しかしながら、「つどいの広場」の来場者やファミリーサポートセンターの活動件数については、目標
値を達成できなかったことから、より一層の情報発信や、子育て支援団体との連携を図るなど、事業の
啓発を図る。

ファミリー・サポート・センター活動件数：１年間にファミリー・サポート・センターが援助等の活動を行った延べ件数
つどいの広場年間来所者数：つどいの広場に来所された方の延べ人数
サロン・サークル等リーダー研修会：サロン・サークル等リーダー研修会を行った回数

単位項目

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

各事業とも目標値を下回っているものの、ファミリーサポートセ
ンターは、子育て支援センター内に事務局を設置し、市との連
携を強化するとともに、つどいの広場は、出張型（1日型）を5日
型に、また、草津駅前に開設する等事業の拡大を行った。

体系

子育て世帯の転入や核家族化の進行により、子
育て家庭の孤立化は、増えてきている状況であ
る。

環境・条件
の変化

個別
内容

その他の外的
・他律的な事象

備考

平成２４年度から南草津に地域子育て支援センターを開設し、子育て支援機能の充実を図っている。さ
らに、子育て支援機関とのネットワークや事業間の連携などそれぞれが有機的につながる体制づくりを
進める。
また、Ｈ２３年度に開設した子育て応援サイトの充実を図るとともに、情報の発信に努める。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 14,984 14,982 21,901 26,329 78,196 計画

実績 14,984 11,078 19,079 45,141 実績

計画 17,509 14,171 14,274 13,826 59,780 計画

実績 17,509 12,301 12,665 42,475 実績

計画 4,355 7,937 13,173 12,245 37,710 計画

実績 4,355 7,840 12,731 24,926 実績

計画 624 502 502 442 2,070 計画

実績 1,102 711 342 2,155 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 37.5 37.6 49.9 52.8 177.8

計画 実績 38.0 31.9 44.8 0.0 114.7

実績 計画 19.3 22.9 35.1 38.6 115.9

計画 実績 19.3 18.9 31.8 0.0 70.1

実績 計画 17.5 14.2 14.3 13.8 59.8

計画 実績 17.5 12.3 12.7 0.0 42.5

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

B

9

施策成果
への
貢献度

B

B

B

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

子育て支援
センター

子育て支援センター運営
事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

− 家庭教育推進事業 生涯学習課

2 リ 子育て支援事業
子育て支援
センター

3 主 つどいの広場事業
子育て支援
センター

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(6)-4 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

世帯 36 10 15 10 20 34 25

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

回 7 8 8 8 9 9 10

回 4 8 8 8 8 8 8

回 205 185 190 196 200 128 200 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

児童数 442 450 475 472 500 553 500

児童数 329 300 300 316 300 371 300

時間 178 160 160 199 200 239 200

％ 87.0 93.0 93.0 92.0 93.0 91.0 93.0

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

児童虐待防止啓発活動
数

要保護児童対策地域協
議会開催数

児童虐待相談件数

家庭児童相談件数

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

安全度回復件数：支援等により状況が改善し、虐待の安全度が顕著に良くなった世帯の数
要保護児童対策地域協議会開催数:協議会が開催する代表者会議、実務者会議の開催数

子育て支援ヘルパー派
遣時間数

安全度回復件数

保育士による「すこやか訪
問」率

個別ケース検討会議実
施回数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

児童虐待の防止、早期発見・早期対応に努めるとともに、子どもとそ
の家族の健全な生活の回復に向けた支援を行うため、係る相談体
制の充実や関係機関等の連携を強めていきます。

児童虐待の防止と早期発見・早期対応

子ども家庭課

竹原　諭

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

単位

単位

項目

Ｂ

長引く不況による生活困窮世帯の増加や都市
化、核家族化の進行に伴い、子育てを行う親が
孤立化することにより育児ストレスが増し、児童
虐待のリスク要因となっている。

環境・条件
の変化

児童虐待の予防と早期対応の重要性が認識されつつある中で、家庭児童相談室の充実や乳
幼児のいる家庭へのヘルパー派遣等の支援を実施しています。
子ども虐待ケースへの対応については、保護者を支援、指導し、子どもの安全確保を行ってい
ますが、解決の困難さにより、長期的に支援しなければならないケースが増えています。

関係課のコメント

事務
事業

指標 妥当である

個別
内容

家庭児童相談指導事業は、本施策の中核を成す
事業であり、他の事業は、この事業による相談者
のニーズの把握からスタートしている。

責任課による分析

改善内容の詳細

ショートステイ
事業

子ども家庭
課

体系
当該施策の成果は、ひとり親家庭等の相談や支
援に影響を与えている。

その他の外的
・他律的な事象

拡充 要保護家庭、要支援家庭を対象に、平日の夜間や休日に
親が不在等となり、緊急の必要がある場合において、児童
福祉施設等において預かり、生活指導や食事の提供など
を行い、健全な養育に資する。

備考

児童虐待の対応については、「要保護児童対策地域協議会」を軸として各関係機関と
連携して取り組みます。また、児童虐待の相談窓口を広く周知するなど市民に対して虐
待防止に係る啓発活動を推進します。また、要保護家庭、要支援家庭を対象に、夜間
や休日における緊急預かり事業を実施する。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 10,550 10,861 12,245 13,646 47,302 計画

実績 9,740 10,617 18,184 38,541 実績

計画 630 948 1,365 1,365 4,308 計画

実績 428 523 628 1,579 実績

計画 - - 146 146 292 計画

実績 ー ー 30 30 実績

計画 9,722 9,810 9,972 9,389 38,893 計画

実績 9,722 8,833 9,582 28,137 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 20.9 21.6 23.7 24.5 90.8

計画 実績 19.9 20.0 28.4 0.0 68.3

実績 計画 10.6 10.9 21.1 13.6 56.2

計画 実績 9.7 10.6 18.2 0.0 38.5

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

25

26

12

A

9

施策成果
への
貢献度

A

Ｃ

A

10

8

13

11

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

子ども家庭
課

家庭児童相談指導事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

－ 育児等支援家庭訪問事業 子育て支援センター

2 － 子育て支援ヘルパー派遣事業
子ども家庭課
子育て支援セン

ター

3 －
子育て短期支援（ショートス

ティ）事業
子ども家庭課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(6)-4 ③ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 100 100 100 100 100 100 100

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 1,169 1,200 1,300 1,433 1,500 1,229 1,700

人 621 723 747 727 771

件 1 3 3 0 3 1 3 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

人 5 5 8 8 14 14 14

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

ひとり親家庭において、精神面や経済面で不安定な状況におかれ
ている子どもに対し、大学生等のボランティアを派遣し、相談や教
育支援を図る。

備考  

ひとり親家庭の所得水準は低い状態であることから、相談体制の充実を図るとともに、
自立支援に向けた就業を中心とする相談業務を今後も推進します。
その他の事業についても現状で成果も得られており、引き続き継続する。精神面や経
済面で不安定な状況におかれている子どもに対し、大学生等のボランティアを派遣す
るホームフレンド事業を新たに実施する（まちづくり提案事業）。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

新規
ホームフレンド
事業

子ども家庭
課

Ｂ

体系

　

年々ひとり親家庭が増加しており、児童扶養手当
受給者数についても増加傾向にある。

環境・条件
の変化

個別
内容

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

①ひとり親家庭等からの相談件数：１年間に受けたひとり親等にかかる相談の延べ件数
②児童扶養手当受給者数年間２４人増の見込みで計上

単位項目

ひとり親家庭等からの
相談件数

その他の外的
・他律的な事象

成果指標

施策の概要

年々ひとり親家庭が増加しており、児童扶養手当受給者数についても増加傾向にあ
る。自立支援のため、相談業務や資格取得訓練給付等を推進した。

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

ひとり親家庭等の自立と生活の安定のため、相談体
制、日常生活の支援や経済的支援などを充実させま
す。

母子家庭高等技能訓
練費利用人数

ひとり親家庭等への支援の充実

子ども家庭課

吉川　真実

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

児童扶養手当受給者
数（3月末現在）

母子家庭自立支援教
育訓練給付件数

単位

高等技能訓練費受給者の就
労に結びついた割合



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 292 292 279 - 863 計画

実績 0 18 10 28 実績

計画 2,895 0 0 0 2,895 計画

実績 2,605 0 0 2,605 実績

計画 2,823 3,347 3,187 5,687 15,044 計画

実績 2,823 2,610 2,641 8,074 実績

計画 2,064 17,982 21,428 18,890 60,364 計画

実績 5,347 11,908 21,359 38,614 実績

計画 26 26 26 26 104 計画

実績 26 26 26 78 実績

計画 7,884 6,135 7,568 5,715 27,302 計画

実績 3,560 6,981 2,120 12,661 実績

計画 260 260 260 260 1,040 計画

実績 260 152 180 592 実績

計画 289,869 313,763 345,227 335,720 1,284,579 計画

実績 289,138 309,192 341,790 940,120 実績

計画 1,332 1,913 1,716 1,800 6,761 計画

実績 2,522 2,072 557 5,151 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 307.4 343.7 379.7 368.1 1,399.0

計画 実績 306.3 333.0 368.7 0.0 1,007.9

実績 計画 2.8 3.3 3.2 5.7 15.0

計画 実績 2.8 2.6 2.6 0.0 8.1

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 −
母子家庭等の児童の入
学・卒業祝金支給事業

子ども家庭
課

3 主 ひとり親家庭等支援事業 子ども家庭課

4

5

− 母子家庭等就業支援事業 子ども家庭課

− 母子寡婦福祉資金貸付事業 子ども家庭課

19

18

17

16

父子家庭家事援助事業

事業
区分

15

14

番号

−1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

子ども家庭
課

子ども家庭課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

− 助産施設入所事業 子ども家庭課

6 − 母子生活支援施設入所事業 子ども家庭課

7 −
母子福祉のぞみ会に対す
る補助金支給事業

13

11

施策成果
への
貢献度

(廃止)　

A

B

B

10

8

12

D

− 児童扶養手当等給付事業 子ども家庭課

9

B

C

A

B

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(6)-4 ④ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

延べ人数 1234 1230 1246 1242 1250 1305 1250

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

% 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

% 75 100.0 100.0 117.7 100.0 109.3 100.0

% 115.2 100.0 100.0 83.2 100.0 79.6 100.0 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

延べ人数 147,263 - - 207,344 228,700 221,242 216,100

乳幼児福祉医療費助成受給率

就園奨励費給付事務

私立幼稚園保育料補助事業

子ども(児童)手当て支給の
基礎となる対象児童延べ人
数※

単位

年間出生数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

子ども手当の支給や乳幼児福祉医療費、小中学生入院医
療費の助成などにより、子育て家庭の経済的負担の軽減を
図っていきます。

子育てに伴う経済的負担の軽減

子ども家庭課

大槻　雄

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

平成２２年度からの「子ども手当」の導入により、子育ての経済的負担の軽減を図った。
子育ての経済的負担は、尐子化が急速に進行している大きな原因と考えられることから、子ども手当
等、様々な軽減策に取り組んだ。

※平成２１年度児童手当、平成２２年度児童手当（２，３月分）および子ども手当て（４～１月分）の実績報告の延べ人
数を計上
※平成２３年度目標値は平成２２年度子ども手当て実績181,506人×1.2＋10,890（H21からH22の児童数増５%のため
H22×0.05）で計上
※平成２４年度目標値は平成２３年度目標値の５%増から所得制限による１割減で計上

単位項目

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

体系

環境・条件
の変化

個別
内容

その他の外的
・他律的な事象

備考

今後も制度の周知を徹底し、認知度を高め、経済的負担の軽減を図っていく。
評価に基づい
た今後につい
ての考え方

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 1,020,235 170,870 1,485 0 1,192,590 計画

実績 991,370 171,240 150.0 1,162,760 実績

計画 0 2,659,412 2,795,208 3,253,855 8,708,475 計画

実績 0 2,389,147 2,751,784 5,140,931 実績

計画 40,840 32,605 32,605 32,605 138,655 計画

実績 30,639 38,377 35,629 104,645 実績

計画 24,970 28,876 28,876 27,876 110,598 計画

実績 28,777 24,036 22,985 75,798 実績

計画 268,759 287,363 287,363 287,363 1,130,848 計画

実績 255,627 282,179 295,575 833,381 実績

計画 6,552 6,000 6,000 6,000 24,552 計画

実績 5,400 5,301 7,285 17,986 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 1,361.4 3,185.1 3,151.5 3,607.7 11,305.7

計画 実績 1,311.8 2,910.3 3,113.4 0.0 7,335.5

実績 計画 268.8 287.4 287.4 287.4 1,130.8

計画 実績 255.6 282.2 295.6 0.0 833.4

実績 計画

計画 実績

実績 計画 6.6 6.0 6.0 6.0 24.6

計画 実績 5.4 5.3 7.3 0.0 18.0

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

A 25

26

12

A

9

施策成果
への
貢献度

A

A

A

A

10

8

13

11

6 マ
小中学生入院医療費助成

事業
保険年金課

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

−1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

子ども家庭
課

児童手当給付事業
（平成22年2・3月分他）

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

−
私立幼稚園保育料補助事

業
幼児課

主 乳幼児福祉医療助成事業 保険年金課

2 − 子ども手当給付事業
子ども家庭

課

3 − 就園奨励給付事務 幼児課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計
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